
課題名：プラスチック被覆肥料を用いない麦類の省力施肥法の確立 

（令７～９） 

 

内容：水稲栽培と同様に、県下の麦類栽培においてもプラスチック被覆肥料が広く

普及しており、被膜殻が河川や海洋へ流出することによる環境への影響が懸

念されています。このため、プラスチックを使用しない緩効性肥料による代

替施肥技術が求められている。そこで、プラスチックを使用しない緩効性肥

料を用いたビール大麦及び小麦（日本麺用、パン用）の省力施肥技術を確立

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境研究室ＨＰへ 

農業研究所ＨＰへ 

肥料を選定

プラスチックを使用しない緩効性肥料（例）

硫黄被覆肥料 ウレアホルム IB CDU

埋設試験、培養試験により窒素肥効特性を把握

栽培実証

プラスチック被覆肥料を用いない省力施肥方法の確立

小麦の後期重点施肥
（分げつ初期）

省力施肥体系
低温期（冬～春期）の肥効は？

全量基肥施肥

後期重点型施肥

ビール大麦

小麦
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